
様式第６号の１ 

業務中事故報告書 

1. 発注（報告）機関 名古屋 支社   保全・サービスセンター  （立会者）  

2. 業  務  名  ２０２２年度 名神高速道路 管内維持修繕業務              

3. 発 生 日 時  令和 4 年 9 月 7 日（水）午前 6 時 50 分頃                   

4. 発 生 場 所  下り線 多賀 SA 男子サブトイレ内           

（地先，ＩＣ間，測点など）  

5.業務の概要 

(1) グループ会社名  中日本ハイウェイ・メンテナンス名古屋株式会社（契約者所在地）名古屋市  

(2) 発 注 区 分 本社，支社，保全・サービスセンター  

(3) 工     期  2022 年 4 月 1 日から 2023 年 3 月 31 日まで（進捗率    ％） 

(4) 請 負 金 額          円  (5) 延べ労働時間      時間 

6. 事故の状況 

 メンテ社員が男子サブトイレ内で男子小便器の清掃中、パイプ洗浄剤を投入しハンドポンプで清掃中に 

目尻に飛散・負傷したもの。 医療機関を受診したところ黒目に傷、薬品焼けの診断結果であった。              

                                                      

7. 被災状況（公衆損害事故については，その第一原因者についても記入すること。） 
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（物損状況）                                               

 なし                                               

                                                     

8. 事故に対する所見（原因考察，警察・労基署の所見など） 

 フェイスカバーを着用していなかった（ヒューマンエラー）・ハンドポンプは密着させて使用するが隙間から水が漏

れ飛散した。      

                                                      

9. 事故発生後の処置 

（被災者）  医療機関で目を流動洗浄、目薬の処方  

（業務現場） 緊急安全大会を実施  

10. 取材及び報道 無し  

           

（本業務の本件までの事故状況）     件，うち死亡  ０ 件，負傷  ０ 件，物損その他     件 

 



 

   位置図 名神高速道路（下）417.85 多賀 SA 男子サブトイレ 

      

 

      

           

使用道具：ラバーカップ 

使用洗剤：ピーピースルーK 

発生場所：下多賀 SA 男子サブトイレ内 

状況写真 状況写真 

使用洗剤：表面 使用洗剤：裏面 
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